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年 齢　（歳） 18。5（2．1） 47 38
勢 長（c副） 170．8（5，76＞ 隻64．◎ 玉53．8
体 堂縁　（kg） 6L4（8．761 60．0 50．0
スポーツデスト　（点） 24．3（2．64） 96．0 99．0
皮脂輝 上腕部（醗田） 9．8（5．37＞ 6．δ 璽4．0


























歩　　数（歩／8） 7307 5368 746韮 1隻。73
（2805） （3682） （2789｝ 幽★歯
消賢熱盤（kcal／臼） 2574 2318 2490 6．6！
（485） （469） （436）
諏費
活働搬（脳R分／8） 768 558 68マ 14．29
（245） （317） （三921 嚢費★
睡眠隠闘（隠闘・分） 7．韮2 9．05 7．三？ 40。玉9
（三．22） ｛三．5圭） 11．19》 喪★糞
気　　温（　°C　＞ 22．5 22．6 22．8 ◎．04
（7．8） （8，3） 18．6）
湿　　腱｛　　％　　） 59．6 55．3 53．9 2．92
（正8．71 （三5．9） （12．8）
表2－2　勤労者の曜日別歩数，消費熱墨，活動璽，睡眠時間，気温，湿度
臼曜 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜
iξ・・健
1｛：11 ｝｛：9 ｝1：ll 涯：玉茎 ｝｛畦1 1桝2 1｛：11 越：715
歩　　数（歩／籍） 6695 7383 10227 lo854 9477 13545 5909 4．99
（1431） （3363） （3386＞ （4775） （輯1） （623n （20？6） ホ＊＊
消費熱量（kcal旧） 2244 2323 2302 2438 2346 2434 22釜7 L91
（173） （147） q53） （236） （240） （282｝ （154）
滅動蟻（R照分／霞） 643 708 727 815 ？45 821 627 L61
（1？9） （至49） （重74＞ （226） （201） （275｝ （141）
睡搬翻鋼（時問・分） 8．48 7．53 7．59 7，級 7．45 7．3董 3．lo 5．55
（0．43） （O，37） （O．32） （0ノ｛8） （0．4D （◎，38） （0，53） ：1：＊＊
気　　糧（°C） 圭8．8 18．8 19．3 19．7 19．8． 19．4 20．7 O．07
（9．2） （8．8） （9、3｝ （9，51 （8。4） （？，0） （（～．8）
湿　　度（　％　） 49．3 52．4 5LO 55，壕 52．4 5？．4 55．3 O．3◎








































































































































































































































1 2 3 4 5 6 7 8
三 歩　　数 ．28 ．3G ．53 ．0隻 。02 一 ．07
2磨



















☆ ★ 燃 ★5 活動撫 ．43 ．41 。47 ．47 一 ．09 一 ．03 一 ．◎9
燃 燃 轍 轍6 睡眠時闇 ．04 ．G2 一 ．G8 一 ，09 一 ．17 ．13 ．蓋5
7 気　　　潟 ㍉0歪 一 ．02 一 ．蓋2 一 。韮2 ㍉Ol 一 ．25 ㌦09
8 湿　　　農 一 ．置0 ㍉06 ．09 ．韮0 一 。06 ．07 ㌦36
轍
左下方に土曜，右上方に月曜費竃》くQ．05顛pくO．G隻燃pくG・0伍
1 2 3 4 5 6 7 8
皇 歩　　数 ．38 ．40 ．66 一 ．29 ，0韮 一 。08
蝋 燃 轍 燃
2一藪 ．40 ．41 。65 一 ．34 ．02 ㍉◎7燃 蝋 鰍 轍
3 消費熱騒 。49 ．49 ．55 一 。29 一 ．韮4 ．04
働 鰍 轍 蜘 ☆
4
廟
．50 ．49 ．55 一 ．3正 一 ．14 一 。◎5
燃 轍 燃 轍 ★
5 活動競 。81 ，78 。6産 。6孟 ㍉38 ㍉05 一 ．03
轍 燃 轍 蝋 燃
6 睡眠隠闘 一 ．38 一 ．4董 一 。31 ㍉32 一 ．42 一 。07 。歪0
燃 轍 ★★ A糞 燃
7 気　　潟 ，G韮 ．04 一 ．18 一 ．董8 一 ．韮0 一 ．H 一 ，箋7
嚢★




































































蛮鋤　要国 平方麹 自由度 不偏分緻 不偏分散比
共変緻
願 78置韮674。0 蓋 78董1674。0 茎93．96　轍童効果
馨戯日圏 444嬬89．0 2 222244．4 5。52　責
共餐蹄t効異
虫効渠の桝
8256璽63。0 3 2752054．0 68．33　繍
残　　差 9988333．0 248 40275．5










































































































































土曜 臼曜1 月募羅 八数 （躬）
1 2 2 2 隻◎ （1L9）
2 2 1 2 6 （7．11
3 2 2 3 6 （7．三）
4 3 董 3 6 （7，9
5 3 2 3 6 （7，茎）
6 4 4 3 4 （嬉．8）
7 圭 1 圭 3 （3．6）
8 3 1 2 3 （3．6）
9 3 至 4 3 （3．6）
io 3 2 2 3 （3．6）




























歩／日 A （星98【） A （1984） B
3000以下 3 （3．9） 3 （◎．8） 2 （ 0，5）
3QO蓋～
　　　7000
27 （35．5） 87 （23．9） 57 （15，6＞
7001～
　　10◎00
18 （23．7） 1i2 （30．8＞ 三里8 （32．3）
！OGO　1～
　　　20000
26 （34．3） i4i （38．7） 186 （5韮．玉）
20001以上 2 （2．6） 21 （5．8） 2 （ 0．5）
（）：％
て7，000歩／B以上になる者は，84名のうち42名（50％）で，かつ2HのうちlHは10，000歩／日以
上であった。これに対し3鶏とも7，000歩／臼米満になる者は84名のうち21名（25％）で，そのなか
には3βとも3，000歩／目未満になる者も若干認められ，身体活動量が健康の保持増進上十分でない
と思われる者が，かなり存在していることは否定できないようである。
　勤労者の場合頻度分布のピークは，男女とも10，001－20，000歩／Hの間に認められた。また，これ
らの歩数の頻度分布を1週妾りに換算すると，男子の圭981年では7，000歩／爲以下になる日は，7日
間のうち3β，7，000－10，000歩／日になる日は，7日間のうち2日，10，000－20，000歩／βになる日
は，7日間のうち2臼，同じく1984年では7β間のうちそれぞれ2日，2臼，3R，女子では7日
間のうちそれぞれ1日，2H，4日となった。すなわち，健康体力の増進に必要な運動量を満たし
た生活行動が，7日間のうち4臼以上を占め，かつ，比較的長期に及んでいる点に注饅される。ま
た，これらの生活行動が起因して，おそらく20歳代に相当しうる体力が保持されているのではない
かと思われる。
　したがって，臼常生活に大きな身体活動量を毎B満たすことは困難なように思える。長期に調査
した勤労老の結果を参考にすると，大学生の場含，目常生活のなかに速歩，壌路，階段の昇降など
エネルギー代謝率の比較的大きな生活行動を積極的にとり入れ，少なくとも週1回以上は，体育実
技の授業黛程度（8，500歩／日以上）のスポーツ活動を実施することを自標にすべきではなかろうか。
　以上，男子大学生の身体活動量は，歩数，消費熱量，活動量のいずれの面からみても，健康体力
の保持増進上問題が少なくないように思われる。したがって，万歩計歩数の結果を比較するに止ま
らず，生活時間構造を総括的に比較することも必要と考える。また，このような結果が，本調査以
外の曜瞬においても存在するか否かは，今後の検討課題である。
ま　　と　　め
京都市内の理科系大学の男子学生（1年生60名，2年生24名）84名を対象として，昭和56～57年
6～7月（2年生は昭和56年11～12月）に，土曜，日曜，月曜の計3日間の生活時間調査と嗣時期
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に歩数計を用いて得た歩数の結果を基に，主として男子大学生の身体活動量の特微について検討し
た。
　1．　歩数，消費熱量，活動量の平均値は，醗日間，通学方法の区分間に統計的に有意な差が認め
られた。すなわち，これらの値は，曜日別では土曜，通学方法別では歩一電華一歩，自転車一電車
一歩，パイクー電薫一歩の学生に大きかった。
　2．歩数と活動量，歩数の平方根と活動量との間の相関係数は，他の調査項蟹摺互間の値に比べ，
各曜日とも大きく，この傾向は，曜露間の変動を無視した場舎でも同じであった。なお，歩数の平
方根（X）に対する猛動量（Y：RMR分）の園帰式はY＝8．　23X＋19．　84　r＝0．　654（pく0．001）であった。
　3．　1臼の身体活動量の平均値でみる限りでは，健康体力の保持の見地から問題は少ないように
見受けられるが，極端に健康の保持上必要な身体活動量より下回っている学生，あるいは311とも
運動不足と思える学生がかなり存在していた。したがって，大学生が健康体力を増進するためには，
少なくとも1H8，000歩以上になるような積極的な身体運動が必要なようである。
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